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が
ま
研
き
っ
て
の
多
才
・
多
芸
の
手
仕
事
師
、
初
鹿
野
さ
ん

の
手
に
よ
り
、
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
生
み
出
さ
れ
る
道
具
の

数
々
。
買
え
ば
何
で
も
手
に
入
る
世
に
あ
っ
て
、
こ
の
世
に
一

つ
の
愛
着
の
品
が
次
々
に
誕
生
し
て
い
る
。 

が
ま
の
油
売
り
口
上
を
行
う
に
は
色
々
と
道
具
が
必

要
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
を
一
つ
一
つ
手
作
り
し
て
い

る
。
今
回
は
四
点
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

写
真
１
は
が
ま
で
、
材
料
は
新
聞
紙
と
紙
粘
土
で
あ
る
。

新
聞
紙
を
丸
め
て
芯
を
つ
く
り
、
そ
の
上
に
紙
粘
土
を
使

っ
て
が
ま
の
形
に
仕

上
げ
て
い
く
。
形
が

出
来
上
が
っ
て
か
ら

着
色
す
る
。着
色
は
、

ジ
ェ
ー
ソ
ン
と
い
う

木
目
を
ふ
さ
ぐ
塗
料

を
紙
粘
土
の
上
に
塗

り
、
そ
の
上
に
ポ
ス

タ
ー
と
ニ
ス
を
重
ね

塗
り
し
た
。 

出
来

上
が
っ
た
が
ま
は
思

っ
て
い
た
よ
り
重
い
。「
ふ
わ
ふ
わ
紙
粘
土

」
と
い
う
軽
い
紙
粘
土
と
芯
に
加
工
し
易

く
軽
い
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
え
ば
と
反

省
し
て
い
る
。 

小
町
塾
で
こ
の
が
ま
を

披
露
し
た
ら
陶
器
の
様
と
言
わ
れ
た
。 

 

 

写
真
２
は
道
具
箱
で
あ
る
。 

林
会
長
か
ら
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
で
売
っ

て
い
る
桐
米
櫃
を
買
い
、
焼
き
込
ん
で
あ
る
米
の

字
を
ペ
ー
パ
ー
鑢
で
削
り
と
っ
て
使
え
ば
よ
い
と

教
わ
っ
た
。
売
り
場
に
行
き
米
櫃
を
見
た
。
米
櫃

は
大
・
小
あ
っ
た
が
、
少
し
大
き
い
サ
イ
ズ
が
欲

し
い
の
で
大
の
二
十
％
増
し
を
桐
で
、
端
の
組
み
込
み
部

を
２
㎝
間
隔
で
作
っ
た
。 

こ
の
サ
イ
ズ
だ
と
色
々
な
も
の
が
収
納
出
来
て
便
利

だ
。箱
の
表
と
裏
側
に
が
ま
の
油
の
文
字
、左
面
に
が
ま
、

右
面
に
筑
波
山
を
バ
ー
ニ
ン
グ
ペ
ン
（
焼
き
ゴ
テ
）
で
焼

い
て
描
い
た
。 

写
真
３
は
幟
と
垂
れ
幕
で
あ
る
。 

以
前
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
た
サ
テ
ン
生
地
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
文
字
部
は
フ
ェ
ル

ト
生
地
と
し
た
。
初
め
、
勘
亭
流
文
字
を
紙
に
写
し
取
っ

て
型
紙
を
作
り
、
こ
れ
を
フ
ェ
ル
ト
生
地
に
写
し
て
切
り

抜
き
、
サ
テ
ン
生
地
に
縫
い
付
け
た
。
こ
れ
が
写
真
に
向

か
っ
て
、
右
側
の
二
つ
の
幟
と
垂
れ
幕
で
あ
る
。
こ
の
作

業
は
結
構
面
倒
で
、
時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
サ
テ
ン

生
地
に
直
接
文
字
を
写
し
て
、
油
性
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
ク
で

塗
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
中
央
と
左
側
の
幟
で
あ
る
。

中
央
の
黄
の
幟
は
竿
に
取
り
付
け
る
上
端
と
左
端
を
袋
に

し
た
。
こ
の
方
が
布
は
多
少
多
く
な
る
が
簡
単
で
時
間
の

短
縮
に
な
っ
た
。
他
に
藍
、
小
豆
、
緑
、
黒
の
幟
を
作
る

予
定
で
あ
る
。
沢
山
の
幟
が
が
ま
の
油
売
り
口
上
実
演
の

時
、
応
援
し
て
く
れ
そ
う
で
心
強
く
思
う
か
ら
で
あ
る
。 

 

道
具
作
り
は
楽
し
く
、
時
間
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
道
具
を
手
作
り
し
て
い
き
た
い
。 

初
鹿
野 

寛
一 

  

          

第 2４ 号 

発  行 

筑波山がまの油売り口上研究会 

写真１ 

写真 2 

写真３ 



 がま研 かわら版      平成 2４年３月２４日       第２４号 

2 

清 水 泰 清 

   I氏 秘伝の大根漬け 

 

これだけは、おっ母に任せられない！ 

秘伝の大根漬けのレシピを特別に公開

していただきました。 

材料 

 大根  ６キロ 

  砂糖  １キロ 

  塩・酢 各１合 

作り方 

 きれいに洗った大根を調味液に 

漬け込むだけ。皮をむいたり分割す

れば早く漬かる。やさしい味だ。 

掲
載
も
三
回
目
と
な
り
ゴ
ー
ル
へ
少
し
急
ぎ
ま
す
。 

石
岡
を
過
ぎ
て 

稲
吉
宿
の
本
陣
跡 

現
在
非
公
開 

中
貫
宿
の
本
陣
跡 

 

現
存
す
る
水
戸
街
道
の
本
陣
は
砦
を
加
え
て
３
ヶ
所
の

み
。
一
八
六
四
年
天
狗
党
の
焼
打
ち
に
合
う
が
、
直
ぐ
に

再
建
。
土
浦
市
文
化
財
。 

板
谷
の
一
里
塚 

 

土
浦
厚
生
病
院
の
近
く
の
街
道
の
両
側
に

あ
る
、
円
墳
形
の
こ
ん
も
り
し
た
築
山
。 

真
鍋
小
学
校
の
桜 

一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
に
植
え
ら
れ
た

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
巨
木
が
五
本
、
校
庭
中
央

に
あ
る
。
真
鍋
小
の
移
築
記
念
に
植
え
ら
れ

た
も
の
で
県
指
定
の
天
然
記
念
物 

荒
川
沖
宿 

 

昔
、
乙
戸
沼
を
源
に
乙
戸
川
が
流
れ
、
大

湿
地
帯
で
あ
り
関
東
特
有
の
荒
川
の
性
格
を

持
っ
て
い
た
の
で
地
名
に
な
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。 

牛
久
宿 

譜
代
大
名
山
口
備
前
守
（
一
万
七
千
石
）
の

領
地
で
陣
屋
が
置
か
れ
て
い
た
。
江
戸
か
ら

十
六
里
。 

小
川
芋
銭
記
念
館 

 

牛
久
が
生
ん
だ
画
聖
。
牛
久
沼
を
こ
よ
な
く
愛
し
伝
説

の
河
童
の
絵
を
好
ん
で
描
い
た
。
晩
年
に
建
て
た
「
雲
魚

亭
」
で
作
品
を
一
般
公
開
し
て
い
る
。 

若
柴
宿 

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
大
火
で
ほ
と
ん
ど
焼
失
。

当
時
の
宿
場
を
示
す
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
台

地
に
集
落
を
形
成
し
、
広
い
敷
地
に
立
派
な
建
物
が
並
ぶ

三
十
戸
ほ
ど
の
町
並
み
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。 

取
手
宿
と
本
陣 

取
手
は
「
砦
」
の
意
。
古
く
は
城
砦
が
あ
っ
た
。 

藤
代
と
同
時
期
に
宿
場
に
指
定
さ
れ
、
利
根
川
の
水
運
で

大
い
に
栄
え
た
取
手
本
陣
は
一
七
九
五
（
寛
政
七
）
年
に

再
建
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
茅
葺
屋
根
。
利
根
川
大
橋
を
渡

る
と
江
戸
に
近
づ
く
感
あ
り
。 

我
孫
子
宿 

水
戸
街
道
と
成
田
街
道
の
分
岐
道
で
本
陣
と
脇
本
陣

が
置
か
れ
た
。「
一
本
刀
土
俵
入
り
」
の
舞
台
。 

豊
四
季 

な
ど
地
名
の
由
来 

一
八
六
九
（
明
治
二
年
）
明
治
政
府
に
よ
り
東

京
在
住
の
旧
士
族
出
身
者
や
失
業
者
救
済
の
た

め
、
旧
幕
府
に
よ
り
牧
の
開
墾
事
業
が
計
画
さ

れ
た
。
開
墾
順
に
数
字
が
付
さ
れ
、
地
名
が
付

け
ら
れ
た
。 

 
 

初
富
（
鎌
ヶ
谷
市
） 

 
 

二
和
（
船
橋
市
） 

三
咲
（
船
橋
市
） 

 
 

豊
四
季
（
柏
市
） 

 
 

五
香
（
松
戸
市
） 

六
実
（
松
戸
市
） 

 
 

七
栄
（
富
里
町
） 

 
 

八
街
（
八
街
市
） 

 
 

九
美
上
（
香
取
市
） 

 
 

十
倉
（
富
里
町
） 

 
 

十
余
一
（
白
井
市
） 

一
余
二
（
柏
市
） 

一
余
三
（
成
田
市 

多
古
町
） 

小
金
宿 

室
町
時
代
後
期
に
築
城
さ
れ
た
小
金
城
の
町
場
に
由
来
す

る
。
寛
政
年
間
の
記
録
で
は
本
陣
脇
本
陣
の
他
に
水
戸
藩

専
用
の
本
陣
（
小
暮
家
）
も
置
か
れ
て
い
た
。 

松
戸 

戸
定
が
丘
歴
史
公
園 

水
戸
藩
最
後
の
藩
主
徳
川
昭
武
の
建
設
し
た
別
邸
。
一
九

五
一
年
、
松
戸
市
に
寄
贈
。
徳
川
家
伝
来
品
や
兄
慶
喜
の

遺
品
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
川
を
渡
り
念
願
の
府
内
入
り
。
金
町
、
千
住
か
ら

日
本
橋
へ
。
一
一
七
キ
ロ
を
十
二
日
か
っ
て
到
着
し
ま
し

た
！ 
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り
ん
り
ん
ロ
ー
ド 

旧
小
田
駅 

         

           
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

冨
山 

田
津
子 

お
だ
や
か
な
冬
の
午
後
。 

二
月
の
第
二
日
曜
、
菅
原
公
民
館
で
の
練
習
風
景
で
す
。 

練
習
例
会
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
事
務
連
絡
、
出
席

者
の
近
況
報
告
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

（
お
や
つ
は
、シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、お
せ
ん
べ
い
で
し
た
。） 

 

こ
の
日
は
池
田
さ
ん
、
市
村
さ
ん
は
、
別
室
で
掛
け
合

い
口
上
の
練
習
も
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
女
性
２
人
の
自
主
練
習
を
見
て
い
る
と
、
真
剣
に
口

上
に
向
き
合
っ
て
い
て
美
し
い
。 

見
て
く
だ
さ
る
人
達
に
対
し
て
の
心
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

練
習
は
、
こ
の
日
は
４
人
ほ
ど
。
前
に
出
て
や
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
ず
ら
っ
と
横
並
び
し
て
見
守
り
ま
す
。 

（
と
て
も
や
り
づ
ら
い
） 

月
に
１
回
の
練
習
会
で
す
が
、

わ
あ
わ
あ
騒
ぎ
な
が
ら
、
楽
し
く

過
ご
せ
る
貴
重
な
時
間
で
す
。 

          

          

 

 
 

新緑の筑波路めぐりハイキング（小田方面） 

昨年は天候に恵まれず、延期・中止となってしまった 

ハイキング。今年こそは・・・。 

小田城跡を始め沢山の歴史遺産と、のどかな風景が 

楽しめます。ご家族・お友達も誘って一緒にどうぞ。 

期 日：平成２４年５月１９日（土） 

集 合：午前9：45 

旧筑波鉄道 小田駅前（右の地図Ｐ） 

案内人：郷土史家 井坂 敦実 氏 

持ち物：弁当、飲み物、タオル、帽子など 

申込み：５月１０日（木）締め切り 

練習会支部の代表者または林会長まで 

        小雨決行・荒天中止 

筑波 

石岡 大穂 

小田十字路 

〒 
Ｐ 

大久保商店 

うなぎ村山 

Ｒ125 
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清水 慶子 

震
災
か
ら
始
ま
っ
た
三
月
十
一
日
。
電
気
も
水
道

も
止
ま
り
、
頼
り
は
携
帯
ラ
ジ
オ
だ
け
で
し
た
。

私
の
年
代
で
は
終
戦
の
頃
を
思
い
出
し
、
着
た
ま
ま
で
寒

い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

余
震
の
続
く
な
か
片
づ
け
を
し
て
い
る
と
、
津
波
原
発

事
故
の
う
わ
さ
。
隣
に
東
海
村
を
ひ
か

え
た
こ
の
町
の
恐
怖
は
福
島
と
同
じ
で

し
た
。 

東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
姉

が
病
院
で
亡
く
な
っ
た
と
、
よ
う
や
く

開
通
し
た
電
話
で
届
き
ま
し
た
。
津
波

で
亡
く
な
る
人
、
行
方
不
明
の
ま
ま
の

人
、
人
の
人
生
は
、
な
ん
と
計
り
知
れ

な
い
事
が
起
こ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

復
興
副
大
臣
を
各
被
災
地
か
ら
出

し
て
国
会
と
結
び
、
直
ぐ
に
や
る
べ
き

事
は
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
、
私
も
何

か
し
な
く
て
は
・
・
・
と
、
も
や
も
や

し
て
い
た
の
で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

水
戸
の
あ
る
観
光
会
社
と
県
社
会
福
祉

協
議
会
共
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を

知
り
、
す
ぐ
に
乗
り
ま
し
た
。
行
く
先
は
宮
城
県
東
松
原

市
の
○
○
地
区
。
宮
城
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
指
揮

の
も
と
、
奥
松
島
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
り
ま
し
た
。

大
き
な
漁
船
が
二
階
の
屋
根
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
ク
レ
ー

ン
車
が
倒
れ
て
家
屋
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
。 

私
の
力
が
小
さ
く
て
も
、
何
か
の
役
に
立
て
ば
、
い
や

立
て
な
い
か
と
、
運
転
免
許
の
な
い
私
は
、
朝
四
時
半
、

夫
に
送
ら
れ
て
市
役
所
の
駐
車
場
に
来
ま
す
。
定
員
四
十

二
名
の
バ
ス
は
満
員
で
す
。
若
い
人
が
多
く
て
県
南
の
取

手
・
守
谷
か
ら
の
方
も
見
え
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

全
く
の
自
己
完
結
型
で
、
被
災
地
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
弁
当
以
外
の
作
業
用
グ
ッ
ズ
を
す
べ
て
持
参
し
ま
す
。

ス
コ
ッ
プ
・
チ
リ
ト
リ
・
バ
ケ
ツ
・
雑
巾
、
夏
場
は
蚊
取

り
線
香
も
持
ち
ま
し
た
。
家
の
泥
だ
し
、
片
付
け
、
側
溝

清
掃
、
草
刈
り
、
花
壇
つ
く
り
、
牡
蠣
養
殖
の
い
か
だ
作

り
、
復
興
祭
の
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作

業
の
終
了
は
十
五
時
。
ま
た
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
那
珂

市
役
所
に
二
十
時
三
十
分
頃
着
き
ま
す
。
水
戸
発
二

十
一
時
の
上
り
特
急
に
乗
る
人
が
い
る
の
で
、
こ
の

時
間
は
正
確
に
守
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
や
っ
た

こ
と
の
無
い
仕
事
ば
か
り
で
、
こ
れ
は
自
分
の
た
め

に
し
て
い
る
ん
だ
、と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
ま
で
宗
教
の
面
か
ら
も
の
を
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ふ
と
熊
野
古
道
を
歩
い
た

人
は
何
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
？
私
も
歩
い
て
み

た
い
な
ど
と
考
え
ま
し
た
。
和
歌
山
地
方
は
秋
の
台

風
で
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
う
だ
・
・
・

と
エ
ル
サ
レ
ム
に
行
き
ま
し
た
。 

世
界
三
大
宗
教
の
メ
ッ
カ
に
は
実
に
た
く
さ
ん

の
人
人
人
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
嘆
き
の
壁
」
で
祈

っ
て
い
る
人
達

に
混
じ
っ
て
壁

に
触
れ
て
み
ま
し
た
。

何
と
、
心
が
落
ち
着

く
の
で
す
。
永
平
寺

の
修
行
僧
が
壁
に
向 

っ
て
座
禅
を
組
む
姿

も
、
心
の
状
態
は
同

じ
な
の
で
し
ょ
う

か
？
世
界
の
人
々
の

心
は
そ
う
変
わ
り
な

い
と
思
い
ま
す
が
、

一
部
の
人
た
ち
が
国

盗
り
合
戦
を
し
て
平
和
が
脅
か
さ
れ
る
の
で
す
。
今
ま
で

宗
教
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
モ
ー
ゼ
も
キ
リ

ス
ト
も
実
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
宗
教
や
哲
学
の
始
ま
り
な
の
か
な
と

も
考
え
ま
し
た
。 

震
災
復
興
は
支
援
復
興
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
先
何
十
年
も
か
か
る
で
し
ょ
う
。
特
に
セ
シ
ウ
ム
で

米
の
出
荷
停
止
が
あ
っ
た
私
の
実
家
の
福
島
県
は
厳
し
す

ぎ
ま
す
。 

年
が
明
け
て
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
も
減

少
気
味
で
す
。
私
も
健
康
に
注
意
し
て
頑
張
り
続
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

大 

「嘆きの壁」で祈る人  々

復
興
の
願
い
を
胸
に
、
人
と
し
て
の
心
に
突
き
動
か
さ

れ
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
清
水
慶
子
さ
ん
。
現
在
も
片
づ
け

や
炊
き
出
し
に
と
現
地
に
向
か
わ
れ
る
奥
様
を
送
迎
し
、

食
材
提
供
を
担
う
畑
に
も
向
か
わ
れ
る
夫
、
泰
清
さ
ん
。

頭
の
下
が
る
思
い
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
、
こ
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
息
の
長
い
支
援
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
？ 

そ
れ
ぞ
れ
の
心
が
試
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。 
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継
続
は
力
な
り…

か
わ
ら
版
も
二
十
四
号
発
行
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
多
士
済
々
の
皆
様
の
秀
で
た
活
動

は
も
ち
ろ
ん
、
足
元
に
転
が
る
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
お
届
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
七
月
中
旬
を

め
ど
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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